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〈目的〉

安心・安全な県産アユ種苗の生産を存続させるため、効率的な種苗生産方法の検証と、より安全

性の高い冷水病フリーアユ稚魚の生産試験を実施し資源の造成を図る。

本事業は、県、栽培漁業振興協会、鯵ヶ沢町と協力して実施したもので、内水面研究所では、短

日処理による早期成熟試験及び冷水病フリーアユ種苗の生産試験を担当した。

〈試験研究方法〉

1. 短日処理による早期成熟試験

鯵ヶ沢町で平成 20年 9""'_10月に採卵し、栽培協会でふ化(種苗生産)、鯵ヶ沢町で中間育成

されたアユを平成 21年 5月に内水面研究所に運搬し、屋内でタイマーによる短目処理(明 4

時間、暗 20時間)とした試験区と屋外の自然日長による対照区を設け生殖腺指数の変化を検討

した。期間は、平成 21年 7月 1日....._g月 30日の計 91日間で、飼育水温は 120C及び 18"Cに設

定した。収容水槽及び尾数は、試験区では1トンFRP水槽2面各 100尾、対照区は3トンキ
ャンパス水槽2面各 300尾で実施した。

2. 冷水病フリーアユ種苗の生産試験

鯵ヶ沢町で種苗生産用の採卵に使用したアユ親魚及び受精卵、種苗生産期の仔稚魚について

冷水病保菌検査を実施した。親魚及び稚魚は腎臓と偲を検査部位とし、受精卵と癖化仔魚は 10

個体をー検体として磨砕した試料を用いた。冷水病原因菌の検出には PCR法を用い、検出方法

は「アユ冷水病防疫に関する指針Jで定めた方法に従った。なお、保菌が確認された受精卵は、

冷水病菌の消毒効果があるとされる魚卵消毒剤ブロノポールによる消毒の効果を検討した。

〈結果の概要・要約〉

1.短目処理による早期成熟試験

180Cで飼育した試験区の雌は 8月下旬、対照区が 9月下旬にかけて生殖腺指数が上昇した。

雄は、試験区が 8月上旬、対照区が 9月上旬にかけて生殖腺指数が上昇した。

12"Cで飼育した試験区の雌は、 9月中旬に生殖腺指数が 5%まで上昇した以外は 1%以下とな

った。対照区は 8月下旬から 9月下旬の試験終了まで生殖腺指数が上昇した。雄は、試験区が

8月下旬、対照屋が 9月上旬にかけて生殖腺指数が上昇した。(図 1) 

また、 180C飼育魚の魚体重と生殖腺指数(月別)は、試験区で 8月に生殖腺が増加する個体

もあったが、増加しない個体もあり一様に成熟が進まない結果となった。対照区は、飼育の経

過による魚体重の増加とともに生殖腺指数が上昇する傾向にあった。(図 2)

2.冷水病フリーアユ種苗の生産試験

採卵に供したアユ親魚60尾(雌雄各 30尾)中 15尾から冷水病菌が分離された。さらに鯨

のPCR検査では6検体全てで保菌を確認した。

受精卵を検査した結果、冷水病の保菌が確認された。ブロノポールによる消毒効果を確認す

るため薬浴毎に一部の受精卵を採取し検査した結果、薬浴3回目までは冷水病菌の保菌が確認

されたが、それ以降の検査では確認されなかった。

種苗生産期における仔稚魚の検査では、保菌は確認されなかった。(表 1) 

-105 -



早

9/29 

---・-ー型"宇ー・..事.._一一…一一…一一一一一一一一一舟ι一一一-YE-一一二5 骨_..._.......町
，. ，・l
，…芹+
い一一一一，一一一一

4二.=-I三
宮iヨぬ 割前

9/18 9/10 8/31 8/21 

♂ 

8/10 

ー・-120C設定酷腫匡
工面-1子E衰査一語頭直)

7/30 7/21 

30凹

25.曲

20.凹

15.凹

10.00 

r、 5.00、。
~ 0.00 

事訴
且国 12.00
4奇『

盤 10.00
煤 8即

刻 6・∞
4伺

2.00 

0.00 

7/21 7/30 8/10 8/21 8/31 9/10 9/18 9/29 

「不両市区一 仁二一一一一孟主¥
ー・-1S惜制極 _"Irーr〓=
....-ー....- 畠ー……………山山 ...，.. 山川…山……日一円、，一一品… … 

"・'..... ~一一一一云T一一
， 

aEι，"  
7/21 

...... 
7/21 9/29 9/18 8/31 9/10 

測定月日

8/21 9/29 9/18 9/10 8/21 8/31 

測定月日

8/10 7/30 

生殖腺指数の推移国1

18"C設定対照区 ♀ 07月 口8!l L'.9月測定

... 

45.0 

30.0 

15.0 (
ま
)
採
揮
監
煤
川
明
12.0 

。7月口8月ム9月測定
...企
E 

d. A A A 

.... ... 
ロ口 dh u 

ロ

100.0 

、、/f々
可ナな的体異の果城

山
M

M

M

M

開

削

叩

川

脚

帥

柵

捌

脚

卦

(

ま

)

霊

EE煤
一
制

♀ 18"c設定詰験区

250.0 50.0 100.0 150.0 200.0 

18"c設定対照区 ♂ 07月 ロ8!l L'.9月測定
18.0 ，.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一ー

ヰード

魚体重(g ) 

一一一一一一一二一言瓦I 一一一
企円bも 企企
日目』

。7月口8月L'.9月測定
企

250.0 200.0 150.0 50.0 

♂ 18"C設定誌験区

45.0 

30.0 

(
4
0
)

採
血
品
盤
標
川
明

6.0 

珪E
50.0 

0.0 
0.0 

。。
。。 250.0 200.0 150.0 

魚体重(g) 

100.0 250.0 200.0 

魚体重と生殖腺指数の測定結果国2

冷水病保菌検査結果表1

〈今後の問題点〉

・短日処理による早期成熟は可能だが、成熟魚の大量確保が難しいことが示唆された。原因とし

て温度変化の小さい湧水飼育に起因していることも考えられるため、河川水飼育による短日処

理の検討が必要である0

・冷水病は鯵ヶ沢アユ養殖場で、使用する飼育水源の赤石川流域に常在しており、県内各河川への

アユ種苗配布時など定期的な冷水病の保有状況検査が必要である。

で簡易遮光により実施す

〈次年度の具体的計画〉

-短日処理による早期成熟試験は、鯵ヶ沢町アユ養殖場(河川水飼育)

る。

-冷水病フリーアユ種百の生産試験は、今年度と同様に実施する。

〈結果の発表・活用状況等〉

平成21年12月15日に青森県栽培漁業振興協会で開催された第3回あゆ資源造成事業打合せで試験

結果を発表した。
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